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サバ以外の加工品の汚染状況

サバの加工品の汚染状況

検体100ｇあた
りの総アニサキ

ス数
検体100ｇあたりの
⽣アニサキス数

総アニサキス
数

（⽣＋死）
アニサキス数

（⽣）陽性率陽性検体
数

検体
数

0.00.0000％0453サーモン

0.10.01009%9101サンマ

0.00.0331％3397アジ

0.00.0212%2133イワシ

0.00.0000%0418カツオ

検体100ｇあた
りの総アニサキ

ス数
検体100ｇあたりの
⽣アニサキス数

総アニサキス
数

（⽣＋死）
アニサキス数

（⽣）陽性率陽性検体
数

検体
数

3.50.001709364％138215シメサバ

0.30.01309%333刺⾝

1.80.5317091954％244448切り⾝

令和元年～３年度研究

◎アニサキスによる汚染状況の調査

【本研究により得られた考察】
加工品として流通している魚製品における陽性率は低く、アニサキス数も低かった。

・すぐに喫食可能な魚加工品におけるアニサキス汚染状況の調査
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・日本近海魚（サバ（マサバ））（丸魚）について

（参考）令和元年～３年度研究における調査結果

陽性検体100
ｇあたりの
虫体数

検体100ｇ
あたりの
虫体数

虫体数
陽
性
率

陽性
検体
数

検体数太平洋

3.81.537341%521262022

3.31.730055%54992023

陽性検体100
ｇあたりの
虫体数

検体100ｇ
あたりの
虫体数

虫体数
陽
性
率

陽性
検体
数

検体数日本海

2.20.89729%12412020

3.21.032833%29892021

2.31.549259%37632022

2.41.437756%561002023

・サバ加工品におけるアニサキス汚染状況の調査

【アニサキスの汚染状況（丸魚・加工品）調査で得られた考察】
主な要因として、海水魚の生育環境の変化をあげたい。

従来は、日本におけるマサバに寄生する分布は太平洋側でAs
が優先し、日本海はApが優先する、と報告されてきた。

しかし、海水温上昇により、マサバ系群の採餌行動やそれに伴
う回遊路の変化が起こることは容易に推定でき、それぞれの海域
でAs、Apの寄生状況が変化している可能性がある。ただし、本研
究事業の調査は限定的なもので、同じ魚種であっても年変動が
大きいことも示唆されており、今後の全国的な調査が望まれる。

汚染状況に変化



◎例年2月下旬～３月頃に食品健康影響評価技術研究の
課題の中から報告会を実施しています。

◎令和4～5年度の本研究の成果についても発表を予定して
いますので、研究の詳細については、そちらへのご参加
もご検討くださいますよう、お知らせいたします。

◎研究成果報告書については、以下のリンクよりお入りいた
だき、ご参照ください。

① 【令和元年～3年度】アニサキス汚染実態調査およびリス
ク低減策の評価に関する研究 （研究課題番号1909）
https://www.fsc.go.jp/fsciis/technicalResearch/show/cho99920211909

② 【令和4年～5年度】アニサキス食中毒のリスク評価に関す
る調査研究 （課題番号：JPCAFSC20222204）
https://www.fsc.go.jp/fsciis/technicalResearch/show/cho99920232204
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